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先進諸国においても，貧困や格差といった問題が深刻化しつつある。日本では，社会
保障財政が逼迫するなか，単身人口の増大による孤独死や医療供給体制の不均衡によ
る健康格差等，従来の社会保障が制度が想定してこなかった新たな社会的・経済的リ
スクに人々が晒されつつある。さらに，今年 3月に東日本を襲った震災は，こうした
リスクの深刻さを再認識させる契機となった。今年1月に開催された厚生政策セミナー
が，私たち日本人一人一人がこうした新たなリスクを考え行動する第一歩となること
を願ってやまない。 （H.N.）
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